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ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

募
集

講
座
・
教
室

催
し
・
イ
ベ
ン
ト

お
礼

▼
募
集
住
宅

　
吾
北
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ス

▼
概
要
　

　
募
集
戸
数
／
1
戸

　
場
所
／
小
川
西
津
賀
才
6
5
0

番
地

▼
入
居
資
格
　

　
60
歳
以
上
の
単
身
世
帯
又
は
夫

婦
世
帯
及
び
同
居
者
が
2
親
等
以

内
の
親
族
で
2
人
世
帯
で
あ
り
、

在
宅
福
祉
支
援
が
あ
れ
ば
自
立
し

て
生
活
の
で
き
る
身
体
に
障
害
が

あ
る
者

▼
申
込
書
配
布
及
び
受
付
期
間

　
6
月
1
日
（
月
）
〜
15
日
（
月
）

　（
た
だ
し
土
、
日
曜
日
を
除
く
。）

　
期
間
内
に
申
し
込
み
が
な
い
住

宅
は
随
時
受
付
と
な
り
ま
す
。

▼
随
時
受
付
住
宅

・
リ
バ
ー
サ
イ
ド
津
賀
才

・
H
O
P
E

－

1
0
0

・
立
橋
荘

・
脇
ノ
山
荘

・
長
沢
荘

・
高
薮
荘

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
管
財
契
約
課8

9
3

－

1
1
1
4

　
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
7

－

2
3
0
0

　
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
9

－

2
1
1
2

　
放
送
大
学
で
は
平
成
27
年
度
第

2
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て

学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
、心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自

然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学

べ
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

▼
出
願
締
切

　
第
1
回
／
8
月
31
日
（
月
）

　
第
2
回
／
9
月
20
日
（
日
）

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
高
知

学
習
セ
ン
タ
ー
（
　
8
4
3

－

4
8
6
4
）
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ

い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.ouj.ac.jp/

）

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
者
が
参

加
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
独
身
者
の

出
会
い
を
交
際
・
結
婚
へ
と
つ
な

げ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
カ
ッ
プ
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

　
説
明
会
及
び
養
成
講
座
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
ご
都
合
の
よ
ろ
し

い
日
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

・
6
月
14
日
（
日
）

　
　
9
時
〜
12
時

・
6
月
15
日
（
月
）

　
　
18
時
〜
21
時

※
説
明
会
（
45
分
）
に
参
加
し
て
、

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
の
み
、
引

き
続
き
養
成
講
座
（
2
時
間
）
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
場
所

　
高
知
共
済
会
館

（
高
知
市
本
町
5
丁
目
3

－

20
）

▼
申
込
締
切
　
6
月
11
日
（
木
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
高
知
家
の
出
会
い
・
結
婚
・
子

育
て
応
援
コ
ー
ナ
ー

8
2
1

－

8
0
8
0

F
A
X
8
2
1

－

8
1
0
0

　kochike.ouen@
pony.ocn.

　ne.Jp
▼
日
時

　
7
月
19
日
（
日
）
7
時
〜

　
小
雨
決
行
（
台
風
・
洪
水
の
場

合
は
翌
日
に
延
期
）

▼
参
加
対
象
　

　
親
子
連
れ
（
小
学
生
）　

　
※
先
着
1
2
0
名

▼
コ
ー
ス
予
定
　
仁
淀
川
、
大
渡

ダ
ム
の
見
学
・
親
子
ア
ユ
放
流
体

験
・
ア
マ
ゴ
釣
り
堀
体
験
・
ア
マ

ゴ
つ
か
み
取
り
（
持
ち
帰
り
）・

横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館
見
学

▼
集
合
場
所
　

　
仁
淀
川
漁
業
協
同
組
合

　（
い
の
町
4
0
5
5
番
地
5
）

▼
参
加
料
　
保
護
者
の
み
5
0
0
円

▼
昼
食
　
弁
当
は
各
人
で
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
漁
協
提
供
に
よ
る

鮎
の
塩
焼
き
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
締
切
日
　
7
月
7
日
（
火
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
名
前
（
保
護
者
及
び
子
ど
も
）・

年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号
（
日
中
、

連
絡
が
取
れ
る
番
号
）
を
ご
記
入

の
上
、
ハ
ガ
キ
又
は
F
A
X
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
仁
淀
川
漁
業
協
同
組
合
　
　
　

　
〒
7
8
1

－

2
1
1
0

　
い
の
町
4
0
5
5
番
地
5
　

8
9
3

－

2
3
0
0

F
A
X
8
9
3

－

2
3
3
8

　
平
成
24
年
度
に
地
籍
調
査
の
再

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
「
長
沢
の

一
部
」、「
大
森
の
一
部
」
が
法
務

局
で
登
記
完
了
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
権
者
・
土
地
管
理
者
の
皆
様
、

及
び
国
土
調
査
推
進
員
の
皆
様
、

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課

　
い
の
町
新
町
58
番
地
2

　
焼
肉
　
牛
苑
様
か
ら
社
会
福
祉

基
金
へ
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
紙
上
を
も
ち
ま
し
て
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
ほ
け
ん
福
祉
課

放
送
大
学

10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

募
集

婚
活
イ
ベ
ン
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

募
集

仁
淀
川
親
子
ふ
れ
あ
い

バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

募
集

地
籍
調
査
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

お
礼寄

付
の
お
礼

お
礼

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集

○天気予報を確認して、気象の変化に関心を持つ
○市町村からの避難情報に注意する

○地域の防災訓練へ積極的に参加する
○最寄りの避難場所を確認しておく

警察署からのお知らせ 土佐警察署　　　 852 ー 0110
いの警察庁舎　　 893 ー 1234

シートベルトは全席着用
─ 後部座席も忘れずに！─

　4月以降、県内の高齢者方へ「医療費の還付金
があります。今すぐ量販店のATMに行ってくださ
い」などという医療費の還付金名目の詐欺や「あ
なたが老人ホームの入居権に当選しました。入居
の権利を東北の被災者に譲ってください」という
老人ホーム入居権譲渡名目の詐欺、警察官をかた

る者から「あなたの財産を守るため電話していま
す。口座番号を教えてください」などという特殊
詐欺の予兆電話が多数かかっています。
　少しでもおかしい電話と感じた
ら、振り込む前に警察署や駐在所に
連絡してください。

　日本国内における、不法滞在外国人は、法務省の
発表（平成27年1月1日現在）で、

60,007人
とみられています。
　不法滞在外国人の多くは、日本での経済的利益を
得ることを目的としており、これらの者の中には、
金銭を得るため、身分や資格を偽って不法に就労し

たり、窃盗等の犯罪に手を染めたりする者もいます。
　不法滞在外国人は
　　○滞在すること自体が違法行為である
　　○日本で生活するために、更に違法行為を行う
　　○一部の者が集団化して、悪質な犯罪を引き起

こす
など、地域の安全を脅かしています。

特殊詐欺（振り込め詐欺等）に警戒注意！

集中豪雨に備えよう

不法滞在者の発見にご協力を

もし不審な外国人を見かけたら、最寄りの警察へお知らせください。

日ごろからの備えを万全にして、災害から身を守りましょう。

高 知 県
全国平均

一般道路
運転者 助手席

同乗者
後部座席
同乗者

97.7％
98.2％

90.7％
93.9％

37.2％
35.1％

99.6％
99.5％

97.7％
98.1％

80.4％
70.3％

高速道路
　運転者及び助手席同乗者のシートベルトの着用率は年々向上し、昨年全国で実施した調査では

となっており、運転者、助手席同乗者ともに9割以上の方が着用していますが、一般道路の後部座席同乗
者の着用率は3割台と、依然として低い数字を示しています。
　シートベルトは、交通事故に遭った場合、
　◆車内での二次衝突を防止・軽減する
　◆危険な車外放出を防止する
　◆正しい姿勢は、疲労を軽減し、動体視力などの低下を防ぐ
など、様々な効果がありますので、乗ったら必ず着用しましょう。

■子どもにはチャイルドシートを
　カーブ走行中や急ブレーキ時に座席から子どもが転落し、けがをするという車内事
故が少なくありません。また、車が衝突したとき、大人がいくら強く抱っこしていて
も、子どもを支えることはできません。
※体重10キロの子どもを抱っこしていた場合、時速40キロで衝突した瞬間には、体
重の約30倍（300キロ）の衝撃が腕にかかります。

　幼児（6歳未満）には、体型に応じたチャイルドシート（幼児用・児童用など）を使
用しましょう。

運転者 助手席
同乗者

後部座席
同乗者


